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（平成 24 年 8 月 23 日受付/平成 24 年 10 月 19 日受理）
要約：学生が大学入学前にどのような野生動物関連の知識と体験を有しているか，東京農大生を対象に

































































ンケート調査した。第 1 回の調査は 2002 年 4 月に農学部
畜産学科 1 年生を対象に，野生動物論（学科共通選択科目）
の時間に実施した（アンケート提出者 209 名，うち男子
115 名，女子 94 名）。なお，2002 年調査結果の一部は既報
である4）。第 2 回の調査は 10 年後の 2012 年 4 月に，農学
部バイオセラピー学科 1 年生を対象に，野生動物学（学科
必修科目）の時間に実施した（アンケート提出者 114 名，
うち男子 24 名，女子 84 名）。
　第 1 回調査時における農学部は，農学科と畜産学科の 2
学科体制であり，畜産学科は野生動物学研究室を含め 7 研
究室で構成されていた。このため野生動物を学ぶことを目











































1 年生を対象に 2002 年に行った経年変化調査の結果を用
いた。非動物系学生へのアンケートは，国際基督教大学
（ICU）の 1・2 年生（回答 139 名）を対象とし，2003 年 6 月
に実施した。ICU における調査は，理学系 2 年生科目「生
物学」（回答 103 名）および全学共通一般教養科目「生命科










































多の鳥類と最少の両生類の目撃件数比は 2002 年には 2.0
であったが，2012 年には 7.3 に拡大した。目撃種類数につ
いてみると，魚類の減少が顕著であり，魚類は 2012 年に














































2002 年に平均 4.4 であったのに対し，2012 年は 2.8 にすぎ
ず，有意に減少していた（ χ 2 検定，p＜0.05）。職種分類につ
いても，2002 年には 68 職種に回答があったのに対し，
2012 年は半分近い 35 職種にまで減少し，2012 年に新たに
加わった職種は 3 種にすぎなかった。回答者が 1 名だけで


































は，2002 年の 34 種から 2012 年の 55 種に，鳥類では 2002












































了 10 年を経た 2002 年のリストに含まれていた。「生き物
地球紀行」（1992-2001），「地球不思議大自然」（2001-2006），
「ダーウィンが来た」（2006-）は，タイトルと内容を少しず
つ変えながら 20 年も続いている NHK の動物・自然系ド
キュメンタリー番組であり，二番目に多かった。両年とも
に 3 位を占めた「NHK 番組」との回答中には，ドキュメ
ンタリー番組である「NHK 特集」（1976-1988）や「NHK ス
ペシャル」（1989-）が多く含まれると思われる。これらを
併せると，NHK のドキュメンタリー番組は TV 経由動物
情報源の約 3 割を占めた。他の教養系，バラエティ系は，
番組名としては多く回答されていたが，回答に占める割合














年の回答数が急増している。博物館では 2002 年と 2012 年
のいずれにおいても国立科学博物館が群を抜いて多かっ































学生が平均 7.1 種であったのに対し，非動物系である ICU
学生も平均 9.3 種を示した。目撃動物を種別に見ると，TUA
学生が見たことがある野生動物は，総称による記載を除け
ば 1 位タヌキ，2 位キツネ，3 位サルであるのに対し，ICU




学生の 1 人当たりの延回答数平均値は 4.4 であったのに対
し，ICU 学生では 3.3 であり，前者が有意に多かった（ χ 2 検
定，p＜0.05）。しかし職業名の総数を比較すると TUA 学生






の 64% と群を抜いて多く，2 位は野生動物保護（42%），3 位
は研究職（36%）であった。他方，ICU 学生における 1 位






タ （ー27％）であり，動物園は 4 位（24%）にとどまった。





あった（図 5）。TUA 学生の 1 人当たり回答種数は平均 4.4
種であったのに対し，ICU 学生では平均 2.8 種であった。







6）。TUA 学生の 1 人当たり回答種数は平均 1.9 種であっ
たのに対し，ICU 学生では平均 3.0 種で，ICU 学生の方が
多かった。哺乳類への関心を見ると，日本産動物への関心
は TUA 学生で強く，世界の動物では ICU 学生であった。



















TUA 学生の 1 人当たり回答数は平均 3.6，ICU 学生では 2.4
であった。テレビ番組別では「動物奇想天外」が TUA 学
生（73 件），ICU 学生（34）ともに 1 位を占めた。本の種別
では動物図鑑が TUA 学生（66），ICU 学生（48）ともに 1 位
を占めた。
　g）　飼育経験のある動物
　飼育経験頻度は，TUA 学生が 1 人当たり平均 3.9 件で
あるのに対し，ICU 学生では 2.9 件であった。飼育経験の
図 7　TUA および ICU の新入生が野生動物について習った経験
図 3　TUA および ICU の新入生が見たことのある日本の野生動物
図 4　TUA および ICU の新入生が考える野生動物関連職業
図 5　TUA および ICU の新入生が好きな日本の野生動物
図 6　TUA および ICU の新入生が好きな世界の野生動物
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ある動物種についても，TUA 学生と ICU 学生の傾向は類
似していたが（図 9）。無脊椎動物（昆虫）に限っては TUA





生と ICU 学生の傾向は類似していた（図 10）。回答件数
についても TUA 学生が 1 人当たり平均 3.3 件であるのに
対し，ICU 学生でも 3.1 件だった。挙げられた動物園名に
ついては，ICU 学生では諸外国の動物園を含む 52 園が挙













































では男子の多い TUA と女子の多い ICU を比較しても差
は認められなかった。
　⑵　大学選択と野生動物経験




は見られなかったが（図 2），昆虫飼育経験は TUA 学生に
多かった。ICU 学生と比べて TUA 学生に農村出身者が相
図 8　TUA および ICU の新入生におけるメディア経由の
野生動物情報源
図 9　TUA および ICU の新入生における動物飼育経験
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Summary：Wildlife-related knowledge and experiences of freshman students during their pre-university 
ages were surveyed by questionnaire.  Field encounter frequencies with animals in 2002 were in the or-        
der of birds>mammals>fish>reptiles>amphibians.  In 2012 there were decreases in the frequency and 
species number of reptiles, amphibians and in particular fish, indicating that the younger generation was 
moving further away from nature.  The most common mammals encountered in the field were raccoon 
dog, followed by fox, deer and monkey.  Encounters mainly took place at Satoyama environments, while 
those during trips decreased.  Big zoo mammals such as lion, panda and elephant were popular.  TV pro-        
grams were main sources of wildlife information.  In particular some selected animal and nature pro-        
grams had a strong influence.  Animal encyclopedias played an important role as sources of wildlife 
information.  The average number of wildlife-related jobs that students can conceive of was limited to 4.4, 
and their main focus was zoo keepers and researchers.  Supply of job information as well as vocational 
education is needed.  Comparing students of humanities course (International Christian University) and 
the animal science course (Tokyo University of Agriculture), their wildlife-related knowledge and experi-        
ence during pre-university age were similar, except that the latter had stronger interests in zoos.  
Comparing students of different laboratories (wildlife and animal-facilitated-therapy), influence of 
laboratory research topics on their wildlife-consciousness was limited.
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